
指 標

Outcome

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 期間内の MRSA 検出患者数

分母 期間内の黄色ブドウ球菌検出入院患者数 スクリーニングは除外

収集

期間
１ヶ月毎

調整

方法
患者数の重複に留意

総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率14

指標の意義

指標の計算式、分母・分子の解釈

考察

改善・運用事例など

・黄色ブドウ球菌自体は皮膚に常在する場合があり、従って単純にMRSAの検出患者数をモニターした場合は、結果が

検査数に影響を受けるため、総ブドウ球菌数を分母とすることで標準化する。

最小値 25.00 25％値 45.88 中央値 57.89 75％値 67.50 最大値 93.94

回答病院 74

中央値は2016年と比較して低下しています。

アクティブサーベイランスの問題などサンプリングのバイアスや、再入院の状況、さらには地域差など、MRSAの院内伝

搬の評価の病院間比較の指標として用いるのは困難な状況となっています。自院内で急増する場合はアウトブレイクとし

ての対応が求められる場合があり、経時的なデータ収集は必要ですが病院間の比較は難しいと思われます。

・薬剤性ワンヘルス動向調査結果の達成度とも比較する必要がある。この基準を達成するための目標・重点課題として

取り組む必要がある。

・MRSA検出者をICTの週報で発信。病棟マップに記載することで水平感染防止に努めている。新規検出者は減少傾向。

・感染対策委員会・看護部感染対策チーム会議で毎月報告している。
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